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論文執筆履歴と文献管理ツール利用履歴
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・これまでに原著論文として筆頭／責任著者論文を24報、共著論文を36報執筆


・学生から助教までは一貫してEndNoteを利用


・独立後、試行錯誤を繰り返し、Mendeley -> ReadCube -> Zotero -> Paperpile

と文献管理ツールを短期間で乗り換え続けて、最終的にPaperpileに落ち着く



乗り換えを繰り返していた時期のTwitter

EndNoteからMendeleyへの移行時

MendeleyからReadCubeへの移行時

他のツールも同じCSLフォーマットを採用し
ているので、実はこの問題は他のツールに移
行しても解決しない案件であった・・・

ReadCubeからZoteroへの移行時

ZoteroからPaperpileへの移行時



文献検索

文献を管理するためには、まずは文献を検索し収集する必要がある


主な文献検索ツール


・PubMed


医療系に端を発しているため、生命科学系を必ずしも網羅しているわけではな
い。著者の研究分野では、藻類関連の雑誌などでは収納されていないものがある
し、化学系や物理系の雑誌も対象外であることが多い。


・Google Scholar


検索対象がPubMedよりも遥かに広く、より多くの文献を網羅できるが、検索能
力が高すぎるため、目的の文献に素早く辿り着くのが困難な場合もある。適宜””

で囲い共起検索するなどの工夫をすると良い。



PubMedのAlert・RSS機能の活用

NCBIにてアカウントを作成し、ログインした状態であるワードで検索


Create alert, Create RSSのリンクをクリックし登録



RSSの機能とslackを連動させる

Create RSSの機能を利用し、slackにPubMedの検索結果を流すシステムを導入
すると、研究室全体で最新論文の情報を共有できる

以下のサイトにて、RSS機能を利用
し、slackにPubMedの検索結果を
流すシステムを導入する方法が解説
されている。



Twitterでの文献管理ツール利用動向調査

現状で利用者数の多いEndNote以外のMendeley, Zotero, Paperpileを比較



TOGO TVを使い倒しましょう！

具体的な利用方法については、TOGO TVのそれぞれの動画をご覧ください！



スタンドアローン版

PubMed

Google Scholar 論文 PDF

文献の書誌情報・論文 PDF

Google DocsMicrosoft Word

引用・引用文献リスト

変換

Zotero

3つのツールの全体構成

スタンドアローン版 Web版同期

Microsoft Word

Mendeley

引用・引用文献リスト

PubMed

Google Scholar 論文 PDF

文献の書誌情報・論文 PDF
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PubMed

Google Scholar 論文 PDF

文献の書誌情報・論文 PDF

Google DocsMicrosoft Word

引用・引用文献リスト
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Paperpile

Mendeley Zotero Paperpile

無料版: 2 GB


機関版: 100 GB

無料版: 300 MB


有料版: 三段階の値段設定
有料版のみ（月額2.99$）


Google Driveに自動保存

論文PDFなどのオンラインストレージ



引用文献フォーマット：CSL

今回紹介するツールは全てCitation Style Language（CSL）が利用されている



引用文献フォーマット新規作成：Visual CSL editor

Visual CSL editorにて、自分の作成したいフォーマットと似たフォーマットを検
索し、それを土台として新しいフォーマットを作成する。



引用文献フォーマット新規作成：Visual CSL editor

Visual CSL editorにて、自分の作成したいフォーマットと似たフォーマットを検
索し、それを土台として新しいフォーマットを作成する。



Mendeley

・収集した論文PDF・論文情報の一括管理


・論文執筆における引用・引用文献リストの自動生成


（Microsoft Wordのみに対応）


スタンドアローン版 Web版同期

Microsoft Word

Mendeley

引用・引用文献リスト

PubMed

Google Scholar 論文 PDF

文献の書誌情報・論文 PDF

Mendeleyはスタンドアローン版とWeb版がある
ため、両方の操作に慣れるのに少し時間がかか
るかもしれない。


引用挿入・引用文献リストの自動生成機能は
Microsoft Wordにおいてのみ実行可能であるた
め、Google Docsで論文を執筆している人にとっ
ては、有用性が低いといえる。


収納した論文PDFの一括名前管理などの機能は非
常に充実している。所属機関が機関版の契約を結
んでいる場合、大容量のオンラインストレージを
利用することができ、有用性は特に高い。 



Zotero

・収集した論文PDF・論文情報の一括管理


・論文執筆における引用・引用文献リストの自動生成


（Microsoft WordとGoogle Docsに対応）
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Zoteroはスタンドアローン版のみであり、それ
自体には多様な機能は搭載されておらず、シンプ
ルな構成。無料で使用できるクラウド容量は少
なく、それ以上の容量を利用する場合は有料。


プラグインのZotFileや外部のクラウドサービス
などと組み合わせることで、自由度の高い形で高
度な活用法を構築可能。引用挿入・引用文献リス
トの自動生成機能がMicrosoft WordとGoogle 

Docsの両方で実装されているのは大きなメリッ
ト。両文書編集ツールを併用している人にとって
は、長らく唯一の選択肢だったかもしれない
が、Paperpileでも両文書編集ツールでのシーム
レスな利用が可能となっている。 



Paperpile

・収集した論文PDF・論文情報の一括管理


・論文執筆における引用・引用文献リストの自動生成


（Google DocsとMicrosoft Wordに対応）
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PubMed

Google Scholar 論文 PDF
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PaperpileはWeb版のみ（Google Chromeのみで
動く）のシンプルな構成で、Googleの各種サー
ビスとの連携が強固。


以前は引用挿入・引用文献リストの自動生成機能
はGoogle Docsのみで実装されていたが、
Microsoft Wordでも実装できるようになった。
Microsoft Wordで論文を執筆してきた方々の新
規参画の敷居が低くなった。


Google Docs・Microsoft Wrod間の相互変換に
手間はかかるものの、シームレスに編集が可能と
なったため、両方の文書編集ツールを併用してい
る人にとっても魅力的なツール。



Paperpileを使った実践編



Paperpileを使った実践編

↓

Google Docを使って、実際に論文に引用文献情報を追加してみよう


